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【
特
集
】
令
和
４
年
度
予
算
審
査

●審議した主な議案　　　 

　市長提出議案 P８

　議員提出議案 P９

●議案の議決結果 P10

●市政について問う

　《一般質問》 P12

●市議会からのお知らせ P20

●議会活動報告 P21

P2

【キリンと桜】

「ヒノトントンZOO（羽村市動物公園）」にて、昨年 
4月に誕生したアミメキリンの「彩羽（いろは）」（左）。

（令和4年4月5日 撮影）
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令和４年度予算審査

一
般
会
計
歳
出

■
子
ど
も
・
子
育
て

　
　

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
が
製
造
の
関

係
で
不
足
し
て
お
り
、
定
期
接
種
が
遅

れ
て
い
る
が
、
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

令
和
３
年
度
中
は
一
時
的
に
日
本

脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
減
少
し
た
が
、

令
和
４
年
度
は
、
十
分
な
量
が
確
保
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
対
象
者
に
は
個

別
に
通
知
し
、
接
種
を
進
め
て
い
く
。

　
　

私
立
保
育
園
運
営
費
助
成
金
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
見
直
す
の
か
。
保

育
士
の
処
遇
改
善
に
影
響
は
な
い
か
。

保
育
職
員
研
修
の
経
費
な
ど
市
独

自
の
補
助
で
あ
る
施
設
運
営
助
成
金
を

11
％
削
減
す
る
も
の
。
国
が
示
す
処
遇

改
善
と
は
別
の
部
分
で
あ
る
。

■
市
史
編
さ
ん

　
　

市
史
編
さ
ん
事
業
の
完
了
予
定
年

月
と
追
加
経
費
の
見
込
み
は
。

す
べ
て
の
事
業
が
完
了
と
な
る
の

は
、
令
和
７
年
度
を
見
込
ん
で
お
り
、

経
費
は
９
０
０
０
万
円
か
か
る
。

新 年 度 予 算 を 可 決

　

３
月
15
日
～
17
日
に
、
17
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
た
一
般
会
計
等
予
算
審
査
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
令
和
４
年
度
予
算
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
と
４
つ
の
特
別
会
計
、
２
つ
の
公
営
企
業
会
計
の
新
年
度
予
算

を
す
べ
て
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
特
別
委
員
会
の
審
査
結
果
を
本
会
議
最

終
日
に
報
告
し
、
７
つ
の
会
計
す
べ
て
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

歳
入
は
、
市
有
地
処
分
に
伴
う
財
産
収
入
を
予
算
化
し
、
基
金
繰
入
金
を

減
額
し
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

歳
出
は
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
や
道
路
な
ど
の
維
持
補
修
費
や
更
新
に

か
か
る
経
費
を
増
額
し
ま
し
た
。

委
員
の
質
疑

一
般
会
計
歳
入

　
　

不
動
産
売
払
収
入
で
市
有
地
処
分

金
が
５
億
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
売

却
候
補
地
は
。

普
通
財
産
と
行
政
財
産
を
合
わ
せ

て
候
補
地
を
リ
ス
ト
化
し
て
お
り
、
そ

の
中
か
ら
最
終
的
な
売
却
候
補
地
を
選

定
し
て
い
く
。

　
　

市
有
地
売
却
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。売

却
地
の
決
定
か
ら
測
量
や
不
動

産
鑑
定
な
ど
に
５
か
月
、
そ
の
後
入
札

か
ら
落
札
ま
で
に
３
か
月
、
落
札
後
、

納
付
金
が
納
付
さ
れ
る
ま
で
に
１
か
月
、

計
８
～
９
か
月
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　

市
民
税
法
人
分
を
前
年
度
と
比
較

し
て
20
％
増
で
見
込
ん
で
い
る
根
拠
は
。

企
業
へ
の
聞
き
取
り
や
令
和
３
年

度
決
算
の
状
況
を
勘
案
し
、
今
後
の
景

気
の
回
復
を
見
込
み
、増
額
で
積
算
し
た
。
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第六次羽村市長期総合計画のスタート年

市税の減収、扶助費の増加で厳しい財政状況が続く

財政の健全化を目指す

一般会計歳入歳出総額

224億6,100万円

　

市税　44.5%
99億9,692万円
（前年度比2億4,879万円）

国庫支出金　18.0%
40億4,549万円
（前年度比2,554万円）

都支出金　15.6%
34億9,429万円
（前年度比6,539万円）

　

23億3,389万円
（前年度比△4億832万円）

20億9,019万円
（前年度比2,313万円）

18億3,096万円
（前年度比9,253万円）

歳出

歳入

地方消費税交付金　5.3%
11億9,004万円
（前年度比△2,168万円）

地方交付税　2.8%
6億2,676万円
（前年度比3億1,702万円）

財産収入　2.3%
5億1,397万円
（前年度比4億9,480万円）

繰入金　2.2%
5億63万円
（前年度比△4億7,182万円）

使用料及び手数料　
1.8%　3億9,191万円
（前年度比△448万円）

市債　1.7％
３億8,730万円
（前年度比△5億4,820万円）

諸収入　1.5%
3億3,352万円
（前年度比2,618万円）

その他　4.3%
9億8,017万円
（前年度比1億346万円）

13億5,863万円
（前年度比△1億5,323万円）

道路や公園などの整備や維持
管理のために

予防接種や保健衛生、ごみ
処理などのために

行政運営、コミュニティの振興
のために

議会運営、消防や産業振興のために

8億690万円
（前年度比2,429万円）

借り入れた市債などの
返済のために

24億6,278万円
（前年度比2億4,181万円）

学校教育や文化・スポーツの振興
のために

115億7,765万円
（前年度比4億1,479万円）

高齢者、障害者、保育など福祉の
充実のために

民生費
51.5%

その他
6.0%

公債費
3.6%

土木費
8.2%

衛生費
9.3%

総務費
10.4%

教育費
11.0%
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市民への説明と理解を得ることに期待

　歳入は、土地の売却など不確定要素や、予
算積算時と比較してウクライナ情勢の悪化など
で経済への打撃も大きくなる恐れがあり、確
保できるか懸念がある。歳出は、補助金・助
成金の削減で財政再建を果たそうとするなど
評価できる。行政と市民の架け橋として職員
が本予算を市民に説明し、市民の理解を得ら
れることを期待し、賛成。 ＜令和かがやき＞

市民の視点に立った予算編成

　令和４年度は、道路舗装の予算を大幅に増額
し、法面が崩壊した市道の補強工事、動物公園
前横断歩道橋の撤去などの安全対策も実施す
る。また、３歳児健康診査への視覚検査機器の
導入や新型コロナウイルス対策も予算化してお
り、市民の視点に立った予算編成となってい
る。財政の健全化を強く要望し、賛成する。 
 ＜新緑会＞

■
福
祉
・
健
康

　
　

生
理
用
品
配
布
の
施
行
実
施
の
詳

細
は
。22

個
入
り
を
２
８
０
パ
ッ
ク
分
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。
相
談
窓
口
の
案

内
カ
ー
ド
と
一
緒
に
公
共
施
設
の
ト
イ

レ
に
配
置
す
る
方
法
と
、
個
別
に
配
布

す
る
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

敬
老
の
つ
ど
い
は
ど
の
よ
う
な
形

で
行
わ
れ
る
の
か
。

ス
テ
ー
ジ
は
こ
れ
ま
で
同
様
に
４

回
公
演
を
行
い
、
事
前
申
込
制
と
す
る
。

記
念
品
と
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
廃
止

す
る
。

　
　

徘
徊
行
動
の
あ
る
高
齢
者
を
介
護

す
る
家
族
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
、

見
守
り
シ
ー
ル
を
配
布
す
る
が
、
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

　
　

個
人
の
情
報
が
登
録
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ

ゲートキーパーに関するリーフレ
ット

委員の討論（一般会計）

市民への影響が配慮されている

　市民から見直しを求める声があがっていた
「羽村駅西口土地区画整理事業」の検証を始め
ることは評価できる。厳しい財政状況へ対応
するため、さまざまなサービス削減が提案さ
れたが、極力、市民に影響が及ばない配慮も
なされていると考える。学校施設の改修な
ど、市民ニーズに応えた予算も盛り込まれて
いることが確認できた。 ＜日本共産党＞

経常収支比率の改善を図った予算

　歳入の市税収入は2.6％の増、市債残高増加
抑制や基金残高確保に取り組み、歳出では、経
常経費削減で経常収支比率の改善を図り、歳出
予算の総額の抑制を図った予算である。また、
都はすべての市区町村で「高校生等医療費助成」
の早期実施が重要とし、市でも都補助での「高
校生等医療費助成」の実施に向けた決断をすべ
きと強く申し述べて、賛成する。 ＜公明党＞

令和４年度予算審査

コ
ー
ド
シ
ー
ル
を
徘
徊
行
動
の
見
ら
れ

る
方
の
洋
服
や
持
ち
物
な
ど
に
貼
っ
て

い
た
だ
き
、
発
見
し
た
人
が
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
る
と
、
家
族
へ
連
絡
が
い

く
仕
組
み
で
あ
る
。
利
用
料
は
無
料
。

　
　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
の
内

容
と
達
成
目
標
は
。

市
民
向
け
の
講
座
を
定
員
50
人
で

１
回
開
催
す
る
。
講
座
を
聞
い
て
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
人
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
標
。

■
く
ら
し

　
　

日
野
自
動
車
株
式
会
社
と
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
を
締
結

し
、
動
物
公
園
の
愛
称
が
「
ヒ
ノ
ト
ン

ト
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
」
と
決
定
し
た
が
、
看
板

設
置
な
ど
今
後
の
予
定
は
。

新
た
な
看
板
は
日
野
自
動
車
株
式

会
社
が
設
置
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

賛成

生理用品の配布（昨年の様子）

新たに設置された「ヒノトントン
ZOO」の看板
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区画整理事業に対する検証を評価

　予算は住民に税負担を求める一方、市民全
体の福祉の向上を約束するものである。厳し
い財政下で事務費や補助金を削減せざるを得
ない現状を広報はむらにグラフ入りで示し、
協力を求めたことは理解できる。悪化要因の
一つが64億円以上つぎ込んだ「区画整理」。事
業に対する検証委員会設置を評価し、賛成。
 ＜世論＞

　
　

公
園
の
管
理
運
営
を
指
定
管
理
者

に
委
ね
よ
う
と
す
る
提
案
が
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
必
要
性
は
。

　
　

公
園
に
関
す
る
要
望
は
年
間
３
０

０
件
ほ
ど
あ
る
。
そ
れ
に
応
え
る
た
め

の
技
術
力
の
確
保
、
職
員
の
高
齢
化
、

財
政
状
況
な
ど
が
課
題
と
し
て
あ
り
、

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
を
決
め
た
。

　
　

テ
レ
ビ
は
む
ら
に
要
す
る
経
費
が

減
額
し
て
い
る
理
由
は
。

　
　

事
務
事
業
の
見
直
し
を
検
討
す
る

中
で
、
放
映
時
間
を
30
分
か
ら
15
分
に

縮
小
し
、
番
組
制
作
業
務
の
委
託
料
の

削
減
を
図
っ
た
。

　
　

は
む
ら
夏
ま
つ
り
等
の
各
イ
ベ
ン

ト
の
今
後
の
方
向
性
は
。

　
　

は
む
ら
ふ
る
さ
と
祭
り
は
２
日
間

の
開
催
を
１
日
と
す
る
予
定
と
聞
い
て

い
る
。
産
業
祭
は
、
今
後
、
実
行
委
員

会
が
富
士
見
公
園
で
の
開
催
を
企
画
し

はむら夏まつり

学校施設の改修等の施策を評価

　市税収入が２年連続で100億円を下回る
中、財政の健全化を目指し、借金を減らし基
金を増やす努力は評価できる。施策では、羽
村第三中学校に自閉症・情緒障害特別支援学
級の設置、学校施設の長寿命化計画・トイレ
洋式化計画に基づく学校施設の改修、老朽化
した動物公園前横断歩道橋撤去・交差点改良
工事等は評価できる。 ＜市民ネットワーク＞

　一般会計については７件の賛成討論があ

り、採決の結果、全会一致で可決すべきと

決定しました。

令和４年度予算審査

賛成

て
い
く
。
は
む
ら
夏
ま
つ
り
は
、
今
年

は
中
止
と
す
る
が
、
新
た
な
形
の
市
民

の
祭
り
を
検
討
し
て
い
く
。

■
安
全
・
安
心

　
　

動
物
公
園
前
横
断
歩
道
橋
撤
去
と

交
差
点
改
修
工
事
の
期
間
、
安
全
対
策
、

周
知
は
。

　
　

工
期
は
約
６
か
月
で
、
学
校
の
夏

休
み
期
間
を
利
用
し
て
工
事
す
る
予
定
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
り
次
第
、
学
校

や
周
辺
住
民
に
お
知
ら
せ
す
る
。

　
　

道
路
維
持
整
備
に
要
す
る
経
費
の

工
事
請
負
費
に
一
般
財
源
と
市
債
を
多

く
入
れ
て
い
る
理
由
は
。

　
　

イ
ン
フ
ラ
や
公
共
施
設
の
老
朽
化

に
対
応
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

や
財
政
運
営
を
し
て
い
く
た
め
で
あ
る
。

羽村市が制作する広報番組「テレ
ビはむら」

撤去する動物公園前横断歩道橋

将来を見据えたまちづくりへの

対応が図られた予算

　厳しい財政状況が続く中、そして新型コロ
ナウイルス感染症の収束が見えない状況では
あるが、子育て、防災、都市基盤整備など、
将来を見据えたまちづくりへの対応が図られ
た予算となっている。感染症から市民生活を
守ることを最優先に、健全な財政運営を行う
ことを強く要望し、賛成。 ＜新政会＞
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反対

委員の討論（国民健康保険事業会計）

糖尿病重症化予防事業などに

引き続き取り組み、適切な予算

　予算総額は、前年度より0.16％減の58
億９千万円となっている。国民健康保険加入
者以外からの二重払いと批判のある法定外繰
り入れは約４億５千万円と多額である。糖尿
病重症化予防事業、ジェネリック医薬品の利
用促進事業等にも引き続き取り組み、適切な
予算と認められるので賛成。 ＜新緑会＞

国民健康保険税の値上げに反対

　実質賃金は下がり続け、今でさえ重すぎる
保険税負担を、政府は都道府県化によって、
段階的に区市町村からの繰入をやめさせるこ
とでさらに増やそうとしている。政府がこれ
以上国民負担を増やすことこそ是正すべき。
保険税の値上げを含む国民健康保険税を一部
改正する条例に反対した理由と同様に、予算
案も反対。 ＜日本共産党＞

賛成

■
教
育

　
　

全
小
・
中
学
校
に
導
入
さ
れ
る
、

１
人
１
台
端
末
で
活
用
で
き
る
学
習
支

援
ド
リ
ル
の
内
容
は
。

主
要
５
教
科
に
加
え
て
中
学
校
の

実
技
教
科
が
搭
載
さ
れ
た
ド
リ
ル
で
、

児
童
・
生
徒
の
習
熟
度
や
理
解
度
を
把

握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

小
・
中
学
校
の
修
学
旅
行
・
移
動

教
室
の
補
助
金
が
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、

令
和
４
年
度
は
ど
う
変
更
す
る
の
か
。

補
助
金
は
、
小
学
校
の
移
動
教
室

が
１
人
３
千
円
、
修
学
旅
行
が
５
千
円
、

中
学
校
の
移
動
教
室
が
１
人
５
千
円
、

修
学
旅
行
が
１
万
円
に
減
額
す
る
。

　
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
種
目
の
体
験

教
室
の
内
容
、
参
加
人
数
は
。

小
・
中
学
生
を
対
象
に
ブ
レ
イ
ク

ダ
ン
ス
の
体
験
教
室
を
実
施
予
定
。
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
50
人
を
対
象
に
２

日
間
実
施
す
る
予
定
。

特
別
会
計

■
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

　
　

一
人
当
た
り
の
医
療
給
付
費
の
見

込
み
と
被
保
険
者
数
の
見
込
み
は
。

し
た
教
室
を
開
催
し
、
フ
レ
イ
ル
予
防

事
業
を
充
実
し
て
い
く
。

　
　

令
和
３
年
度
と
比
較
し
て
３
４
２

５
円
増
の
29
万
６
６
１
７
円
、
被
保
険

者
数
は
３
０
０
人
減
の
１
万
１
５
０
０

人
を
見
込
ん
で
い
る
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
会
計

　
　

10
月
か
ら
被
保
険
者
の
一
部
の
窓

口
負
担
が
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

そ
の
割
合
と
保
険
証
の
交
付
時
期
は
。

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
30
・

９
％
が
２
割
負
担
と
な
る
見
込
み
。
保

険
証
は
７
月
に
一
斉
更
新
分
を
発
送
し
、

９
月
に
新
し
い
負
担
割
合
の
も
の
を
発

送
す
る
。

■
介
護
保
険
事
業
会
計

　
　

フ
レ
イ
ル
予
防
施
策
を
ど
の
よ
う

に
充
実
し
て
い
く
か
。

新
た
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を

活
用
し
た
教
室
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

令和４年度予算審査

導入予定の学習支援ドリル
( イメージ画像 )

　

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
に
は
２
件
、
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事

業
会
計
に
つ
い
て
は
、
３
件
の
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も

賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
特
別
会
計
、
公

営
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
賛
成
・
反
対
の
意
見
は
な
く
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。
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委員の討論（羽村駅西口土地区画整理事業会計）

■
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計

　
　

川
崎
４
丁
目
と
羽
東
２
丁
目
の
埋

蔵
文
化
財
調
査
は
、
遺
跡
・
遺
構
が
発

掘
さ
れ
、
時
間
を
要
し
て
い
る
が
、
令

和
４
年
度
の
対
象
地
区
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
前
倒
し
で
き
な
い
の
か
。

令
和
４
年
度
調
査
箇
所
に
つ
い
て

は
、
前
倒
し
し
て
対
応
し
て
お
り
、
新

年
度
早
々
契
約
事
務
手
続
き
を
進
め
、

速
や
か
に
試
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
く
。

公
営
企
業
会
計

■
水
道
事
業
会
計

　
　

水
道
施
設
の
遠
方
監
視
シ
ス
テ
ム

の
更
新
工
事
の
内
容
は
。

水
道
施
設
主
体
の
運
転
・
監
視
・

管
理
を
行
う
も
の
。
ま
た
、
浄
水
場
の

２
台
の
カ
メ
ラ
を
更
新
し
、
災
害
時
に

こ
れ
ら
の
監
視
カ
メ
ラ
を
活
用
し
て
、

水
道
施
設
周
辺
の
状
況
や
那
賀
樋
管
の

状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
し
、
迅

速
に
対
応
し
て
い
く
。

■
下
水
道
事
業
会
計

　
　

下
水
道
事
業
が
赤
字
で
あ
る
根
本

的
な
理
由
は
。

営
業
収
益
で
営
業
費
用
が
賄
え
て

い
な
い
こ
と
が
理
由
。
赤
字
を
解
消
す

る
に
は
料
金
の
引
き
上
げ
が
必
要
に
な

る
。
今
後
、
市
民
の
理
解
が
進
む
よ
う

な
広
報
、
お
知
ら
せ
を
す
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

反対

経常経費の歳出抑制の取組みが見える

　令和４年度予算は、歳入歳出ともに、15億
4,100万円を計上。歳入は、補助金や市債を
活用し市費負担軽減に配慮している。歳出は
経常経費の歳出抑制の取組みが見える。議決
した令和５年度までの債務負担行為内におい
て、関係権利者に不利益が生じない様、計画
的かつ着実な事業推進を図るための適切な予
算措置であると考える。 ＜新政会＞

道路整備は沿道街路整備に転換を

　予算15億4,100万円のうち市債7億３千万
円。今後も約100億円の借金で将来世代に多
大な負担を強いる。道路整備は沿道街路整備
事業に転換すべきである。事業費や住民負
担、工事でのＣＯ2の発生も削減でき、地球温
暖化防止に沿う新たなまちづくりである。交
渉が進まぬ集合住宅への移転補償費予算化
は、認められない。 ＜世論＞

従来通りの事業計画が進む予算に反対

　厳しい一般会計から６億2,605万円を繰り出
し、７億３千万円を借金し、碁盤の目のように道
路を作る、従来通りの事業計画が進む予算にな
っていて、賛成できない。地域の30％が道路に
なる事業は、一般会計を圧迫し、将来世代に大
きな借金を先送りするものであり、抜本的に見直
すべきである。
 ＜市民ネットワーク＞

賛成

令和 4年度予算　～各会計の内訳と前年度との比較～　 単位：万円

区　分
令和 4 年度

（当初予算）
令和 3 年度

（当初予算）
増減額 増減率

一般会計 2,246,100 2,222,600 23,500 1.1％

特
別
会
計

国民健康保険事業 589,390 590,330 △ 940 △ 0.2％

後期高齢者医療 140,700 132,240 8,460 6.4％

介護保険事業 401,710 386,420 15,290 4.0％

羽村駅西口土地区画整理事業 154,100 156,400 △ 2,300 △ 1.5％

特別会計合計 1,285,900 1,265,390 20,510 1.6％

水道事業（公営企業会計） 173,690 179,093 △ 5,403 △ 3.0％

下水道事業 ( 公営企業会計 ) 171,947 172,393 △ 446 △ 0.3％

全会計の単純合計 3,877,636 3,839,475 38,161 1.0％

※ 

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細

は
会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

会
議
録
は
議
会
終
了
後
２
か
月
程

度
で
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
議
録
を
ご

覧
に
な
る
場
合
は
、

　

 「
羽
村
市
議
会
」
→
「
会
議
録
の
検

索
と
閲
覧
」

　

 

→
「
令
和
４
年
」
→
「
一
般
会
計
等

予
算
審
査
特
別
委
員
会
」

令和４年度予算審査


